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製品化実績等製品化実績等製品化実績等

・平成25年に向けて妊婦見守りサービス事業他を開発中

今後の市場規模今後の市場規模（見込み見込み）等今後の市場規模（見込み）等

・SoCチップ市場　　　　168億円

・妊婦見守りサービス事業　15億円　他

11.1711.17

成果成果（技術技術）の概要の概要成果（技術）の概要

地域地域（エリアエリア）概要概要地域（エリア）概要

関西文化学術研究都市及びその周辺エリア

地域イノベーションクラスタープログラム（都市エリア型（発展））　

医療用汎用SoCと生体計測ヘルスケア
デバイス･システムの開発

エ－シップソリュションズ（株）、オムロン（株）、（株）島津製作所、テクノス（株）、ニッタ（株）、
（株）バイオマーカサイエンス、（株）プロアシスト、マイクロニクス（株）、（株）ラステック
大阪大学、奈良先端科学技術大学院大学、東京工業大学、横浜国立大学、京都府立医科大学、
奈良県立医科大学、同志社大学、大阪電気通信大学、近畿大学、関西学院大学
京都府予防医学研究センター、奈良県工業技術センター、（独）情報通信研究機構

財団法人　関西文化学術研究都市推進機構　都市エリア事業部 
〒619-0237　京都府相楽郡精華町1丁目7　けいはんなプラザ･ラボ棟3階
TEL：0774－95－5047　FAX：0774－95－5234　e-mail：toshieria@keihanna.biz

地域（エリア）名

実 施 事 業 名

実　施　期　間

実　施　機　関

（太字は核となる研究機関）

中核機関（連絡先）

産…

学…

官…

ライフサイエンス
平成20年7月～平成23年3月

■事業取組目的

  在宅健康管理には小型・低消費電力で、情報処

理や通信機能を有したセンサデバイスと計測シ

ステム開発が必須である。

■成果事例

①医療用汎用SoC（System on a Chip）開発

・圧力センサデータのディジタル変換回路、電

　磁誘導通信回路、16ビットプロセッサー等内

　蔵で、約100μＷで動作するICチップを開発

　した。

②泌尿器システム体内装着用カプセル開発

　（直径6.5ｍｍ、長さ18ｍｍ、重さ約500ｍｇ）

・圧力センサ、SoC、アンテナコイル及びボタン

　電池を一体内蔵のカプセル実装開発を行った。

  ＊ROM1：プログラム書換えができない半導体メモリ

  ＊ROM2：プログラム書換えができる半導体メモリ

製品化実績等製品化実績等製品化実績等

今後、スギ花粉患者血清での評価を行い、製品化（スギ

花粉症分子診断法検査キット）予定。

今後の市場規模今後の市場規模（見込み見込み）等今後の市場規模（見込み）等

アレルゲン診断システムの市場規模は平成17年で90億円

程度であり、需要は毎年10～20%増加し続けている 

成果成果（技術技術）の概要の概要成果（技術）の概要

地域地域（エリアエリア）概要概要地域（エリア）概要

広島圏域エリア

地域イノベーションクラスタープログラム（都市エリア型（発展））  　

生物機能を活用した予防・診断・創薬支援技術の
開発による健康産業の創出

（株）免疫生物研究所（旧ネオシルク研究所）、（株）生体分子計測研究所、西川ゴム工業（株）、野村乳業（株）、
中国醸造（株）、（株）植物乳酸菌研究所、（株）広島バイオメディカル、（株）フェニックスバイオ、
（株）ファーマフーズ、（株）バイオマーカーセンサー等
広島大学
広島県産業科学技術研究所

公益財団法人　ひろしま産業振興機構 
〒730-0052  広島県広島市中区千田町3丁目7－47
TEL：082－240－7700  FAX：082－242－7709　e-mail：info@hiwave.or.jp　　

地域（エリア）名

実 施 事 業 名

実　施　期　間

実　施　機　関

（太字は核となる研究機関）

中核機関（連絡先）

産…

学…
官…

ライフサイエンス
平成20年7月 ～ 平成23年3月

　スギ花粉症におけるアレルゲン反

応には患者ごとに個体差が認められ、

症例に応じたワクチン処方と、そのた

めの確定診断技術の開発が求められ

る。本事業において、スギ花粉アレル

ゲン分子種の網羅的解析によって選

定したスギ花粉アレルゲンを、マイク

ロビーズ上に固定化し、（株）生体分子計

測研究所が新規に開発した『マイクロ

流路式 迅速ELISAシステム』により

診断するスギ花粉症分子診断法を開

発し、検査キットとして実用化した。

 健康意識の高まりによって、健康維持

に貢献できる付加価値の高い食品の

開発が必要となっている。本事業にお

いて、植物乳酸菌や麹菌を、生活習慣

病改善、抗アレルギー、免疫力向上作

用を有する保健機能性食品へ活用す

る技術を開発した。

＜都市エリア型（発展）＞ ＜都市エリア型（発展）＞

「マイクロ流路式 迅速 ELISAシステム」

「飲む植物乳酸菌」

①医療用汎用SoCチップ

アナログ
回路

ROM＊1
（8KB）

RAM＊2
（8KB）

ディジタル
回路

②体内装着カプセル

2.5
㎜

2.5㎜

アンテナ
コイル

SoC

フレキ基板

ボタン電池

圧力センサ


